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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・5月8日から八戸短大の看護学生が北病棟にも入る事になります。
　　おおよその一日の流れ

8：30実習開始

9：30作業またはリハプロ参加

12：00休憩

13：00カンファレンスに参加

14：00リハプロまたは作業

15：00記録

15：30学生カンファレンス（その日の実習担当者も参加）

朝、必ず学生から行動目標を確認して下さい。15：00に振り返り、学生カンファレン

ス参加をお願いします。

基本的にローテーション研修と同じ要領でお願いします。

休憩はほぼ12：00になると思います。

実習生が外来や通所に行く日がありますので、庶務前まで誘導をお願いします。

休憩は４Ｆユーティリティで。

実習担当の管理者は、小向ＳＧＭと松橋です。

上口ＪＧＭ、松橋不在時、分からない事があれば、各マネージャー、もしくは、東の

鳥谷部NSへ確認してください。

各スタッフは自身の勤務態度を今一度見直しましょう。実習生から指摘をもらわない様、見本に
なる行動をお願いします。聞かれたら分かるものは優しく答えてください。

看護実習の要綱（ファイル）に目を通しておいてください。

実習生の受け持ちとして、五日市様、平様をリストアップしています。それぞれ主治医に確認

し、了承を得ています。

※本日のナイトプログラムにて、看護実習生が病棟に入る予定である事を連絡して下さい。

・新聞代徴収について

　古川様、木村梅子様が外泊より帰院したら90円徴収お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一様～園芸プログラムに伴う苗の買い物外出について、主治医より許可が出て

　　　　　　　　います。

＜受け持ち患者様ケース検討＞

・三上　勇様～金銭管理状況について、収支の理解や計画的な購入について理解の乏しさ

　　　　　　　があります。又、園芸プログラムに伴う苗の買い物外出許可になったのを

　　　　　　　受けて、大量の購入予定のメモを書き込んでおり、「（全て購入する為に）

　　　　　　　100,000円必要だ。」と話しています。

　　　　　　　あらためて、外出目的を確認すると共に、金銭管理状況を評価した上で介入

　　　　　　　していく事とします。

＜ＳＳＴミーティング＞

明日は5月の短期目標設定を実施する予定です。

＜注目患者様ケース検討＞

・上村　みわ様～日課プログラムは拒否無く取り組んでいます。下痢の訴えは聞かれず、周囲

　　　　　　　　とのトラブルもありません。身長や退院に関する訴えについて観察・確認

　　　　　　　　していきましょう。

・倉橋　生子様～御家族の面会について日時が決まっていない事について「気になって落ち着かない。」と話しています。又、「スリッパが破れている。」「カーテンに長い髪の毛がついている。」と話しており、介入に対しては「言っても信用してもらえない。」等と話しています。面会に対する焦燥感から周囲への干渉や、トラブルに至らないように、介入していきましょう。また排尿や出血に関する訴えも聞かれています。身体症状についても観察・確認していきましょう。

・津嶋　イチ子様～日課・プログラムは支障なく取り組み、服薬に対し抵抗感や拒絶を現す

　　　　　　　　　事はありません。冴えない様子は認められ、スタッフへ視線を向けて

　　　　　　　　　いたり、「大丈夫です。何ともないです。夜も眠れました。」とついて

話し、自身が感じているものとは異なる内容とも取れる話をしています。

　　　　　　　　　‘調子が悪いと薬を増やされる’という捉え方をしているものと思われます。

　　　　　　　　　日課・プログラム取り組み状況、睡眠状況について観察・確認していき

ましょう。

　　　　　　　　　又、服薬に対する理解も乏しいと思われますので、服薬状況も観察・確認

　　　　　　　していくと共に、現在の状態についての言語化を図りながら、薬物療法

　　　　　　　の目的について適宜介入していきましょう。

・菊地　明子様～表情の冴えなさが認められています。調子について「体調・気分共に

　　　　　　　　ダメです。」と話しています。新聞代の徴収を行っていますが、「何も

　　　　　　　　出来なくて…。」と話し、作業療法で作品を完成させた後、次に何を

　　　　　　　　作成するか決められない事についても、自己評価を低くしている背景

　　　　　　　　として考えられます。

　　　　　　　　スタッフ側からのフィードバックを行っていくと共に、目標設定の方法

　　　　　　　　（中・長期の目標から短期目標：今、行うべき事を設定する等）に

ついて介入していきましょう。

・稲垣　恵利子様～来週の行事参加について「行かない。」「行く。」と一定しない訴えが

　　　　　　　　　聞かれています。又、昨日は夜遅くに御家族に連絡をとろうとする等

　　　　　　　　　金銭や外出泊を気に掛けた様子が伺えます。所在確認を行うと共に
　　　　　　　　　適切な時間帯に御家族と連絡を取れるよう、介入していきましょう。

＜猪股Ｄｒケース検討・診察＞
・古川　富蔵様～現在、２泊の外泊中です。外泊中の服薬に問題がなければ、次週（5/9）より

管理日数の変更（3日－4日）を行う予定です。主治医へ情報提供しており

　　　　　　　　主治医より許可が下りています。

・五日市　規様～両耳耳介の後ろが糜爛様になっており、軽度の掻痒感を訴えています。

　　　　　　　　診察にてデルモゾールG軟膏1本（2回/1日）処方となっています。

　　　　　　　　患部の状況の観察・確認と保清への援助を行っていきましょう。
・井上　和美様～任意入院について主治医より説明を受け同意しており、任意入院（継続）同意書に記載・捺印して頂いています。
